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お父
とう

さんはもっと笑
え

顔
がお

になりました。「それこそ二
ふた

人
り

の
お祝

いわ

いにぴったりだね。時
じ

間
かん

ができたら，すぐに行
い

こう。」
ロビンはこぶしを空

くう

中
ちゅう

につき上
あ

げました。水
みず

着
ぎ

にバッジ
をぬい付

つ

けてもらって，お父
とう

さんと一
いっ

緒
しょ

に泳
およ

ぎに行
い

くのが
待
ま

ちきれません。
何
なん

日
にち

かたちました。ロビンはプールのことを何
なん

度
ど

もたずね
ましたが，いつも何

なに

かしらあって行
い

けませんでした。お父
とう

さ
んはいつも，いそがしそうでした。
ある朝

あさ

，ロビンはベッドの横
よこ

でひざまずいて，いのりまし
た。いのりの最

さい

後
ご

に，もう一
ひと

言
こと

付
つ

け加
くわ

えました。
「一

いっ

緒
しょ

にプールに行
い

けるように，どうかお父
とう

さんに時
じ

間
かん

をあ
たえてください。イエス・キリストの御

み

名
な

によって，アーメン。」
ロビンが目

め

を開
あ

けると，お父
とう

さんがドアをノックする音
おと

が
聞
き

こえました。
「プールに行

い

こう。ロビンが泳
およ

いでいるのを見
み

たいんだ！」
ロビンはびっくりして大

おお

口
くち

を開
あ

けました。「お父
とう

さん！
信
しん

じられないと思
おも

うけど，一
いっ

緒
しょ

にプールに行
い

けるように，お
父
とう

さんに時
じ

間
かん

をあたえてくださいって，たった今
いま

いのったと
ころだよ！」
お父

とう

さんはうでを組
く

み，戸
と

口
ぐち

にもたれかかりました。「そ

うかい，面
おも

白
しろ

いね。実
じつ

は，お父
とう

さんもたった今
いま

，君
きみ

をプール
に連

つ

れていくべきだという，せいれいの静
しず

かな言
こと

葉
ば

がはっき
りと聞

き

こえたんだ。行
い

った方
ほう

がよさそうだね！」
それはすばらしいお出

で

かけになりました。ロビンはお父
とう

さんに，止
と

まらずに 25メートル泳
およ

げるのを見
み

せました。お
父
とう

さんは感
かん

激
げき

しました。そして，ロビンはお父
とう

さんの水
すい

中
ちゅう

ちゅうがえりに感
かん

激
げき

しました。お父
とう

さんは 5 回
かい

も連
れん

続
ぞく

して
回
まわ

るのです！
「天

てん

のお父
とう

様
さま

が今
きょ う

日お父
とう

さんに時
じ

間
かん

をあたえてくださって
うれしいよ」とロビンは言

い

いました。
お父

とう

さんは言
い

いました。「実
じつ

はね，最
さい

近
きん

いそがしすぎる
と思

おも

っていたんだ。せいれいは，おたがいのために時
じ

間
かん

を
作
つく

る必
ひつ

要
よう

があることを思
おも

い出
だ

させてくださったんじゃない
かな。これからはちゃんと時

じ

間
かん

を作
つく

ると約
やく

束
そく

するよ。」
ロビンはにっこりと笑

わら

いました。「ぼくも！」
お父

とう

さんの目
め

は笑
え

顔
がお

でしわくちゃになりました。「それ
から，もう一

ひと

つ。お父
とう

さんは水
みず

かけ合
がっ

戦
せん

で負
ま

けたことがな
いって知

し

ってる？」
ロビンはにっこりと笑

わら

い返
かえ

し
ました。「まだ遊

あそ

べるね！」●

イ
ラ
ス
ト
／
マ
ー
ク
・
ロ
ビ
ソ
ン

このお話
はなし

は，ドイツでの出
で

来
き

事
ごと

です。 F6－ F7ページに
ドイツについてもっと書

か

かれ
ています。読

よ

んでみましょう。

F8 フ  レ  ン  ド

「せいれいは，あなたがたがなすべきことをすべてあなたが
たにしめされるであろう。」（2 ニーファイ32：5）

ロビンはプールをじっと見
み

ていました。どれほど遠
とお

くま
で泳

およ

がなければならないかは考
かんが

えないようにしていま
した。大

たい

切
せつ

なのは，バッジをもらうことだけです。ドイツで
は，seepferdchen（タツノオトシゴ）のバッジは，一

ひと

人
り

で
泳
およ

げるということをみんなに示
しめ

すものです。
きっとできる！ ロビンは思

おも

いました。大
おお

きく息
いき

をすいこ
んでから，飛

と

びこみました。
バッシャーン！
こんな暑

あつ

い日
ひ

は，冷
つめ

たい水
みず

が気
き

持
も

ちよく感
かん

じられます。
「1メートルずつ進

すす

んでごらん」とお父
とう

さんはロビンに言
い

いました。「一
いち

度
ど

に 25 メートル進
すす

もうと思
おも

わないことだ。」
ロビンは顔

かお

を水
みず

につけたまま，何
なん

か月
げつ

も練
れん

習
しゅう

してきたよう
に，うでと足

あし

を動
うご

かしました。何
なん

秒
びょう

かに一
いち

度
ど

，顔
かお

を上
あ

げて
息
いき

をすいました。
キック。ストローク。キック。ストローク。
突
とつ

然
ぜん

，水
すい

泳
えい

の先
せん

生
せい

が笛
ふえ

をふきました。ロビンはおどろい
て顔

かお

を上
あ

げました。
「よくやったわ」と先

せん

生
せい

は言
い

いました。
泳
およ

ぎ切
き

ったのです！

ロビンは笑
わら

って，水
すい

中
ちゅう

で何
なん

回
かい

かちゅうがえ
りをして喜

よろこ

びました。タツノオトシゴになっ
たのです！
ロビンは家

いえ

に着
つ

くと，急
いそ

いでお父
とう

さ
んをさがしました。
「お父

とう

さん，見
み

て！」
お父

とう

さんはかなづちを下
した

に置
お

きま
した。お父

とう

さんはタツノオトシゴの
バッジを見

み

ると，満
まん

面
めん

の笑
え

みをうか
べました。
「初

はじ

めての挑
ちょう

戦
せん

で？」お父
とう

さんはロ
ビンをギュッとだきしめました。「お
祝
いわ

いに何
なに

がしたい？」
ロビンは少

すこ

し考
かんが

えました。「お父
とう

さ
んと一

いっ

緒
しょ

にプールに行
い

きたいな。泳
およ

げ
るところを見

み

せたいんだ。」

タツノオトシゴ 
のように泳

お よ

ぐ
教
きょう

会
かい

機
き

関
かん

誌
し

デビッド・ディクソン
（ほんとうにあったお話

はなし

をもとに書
か

かれました。）


